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平
成　

年
度 
決
算
報
告
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平成18年度決算を家計簿に例えると…
市民１人当たりの収入　　44万3,436円
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市民１人当たりの支出　　42万9,610円
�����������������

����������������	


�����������������	
�

����������������	
��


�����������������	

����������������	
��
�

������������������	

������������

わが家の収支 13,826円の黒字
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一般
  会計 

平
成　

年
度
決
算

18

　

歳
入
・
歳
出
と
も
に
減
少

　

平
成　

年
度
に
一
般
会
計
の
財
布
に

18

入
っ
た
お
金（
歳
入
）は
４
６
６
億
４
３

７
２
万
円
。こ
の
中
か
ら
使
っ
た
お
金

（
歳
出
）は
４
５
１
億
８
９
４
０
万
円
で
、

差
し
引
き
額
は　

億
５
４
３
２
万
円
に

14

な
り
ま
し
た
。

　

歳
入
を
前
年
度
と
比
較
す
る
と
、自
主

財
源
の
代
表
的
な
も
の
で
あ
る「
市
税
」

は
３
０
０
１
万
円（
０
・
３

㌫
）増
加
。依

存
財
源
の
代
表
的
な
も
の
で
あ
る「
地
方

交
付
税
」は
２
５
５
５
万
円（
０
・
２

㌫
）

減
少
し
ま
し
た
。ま
た
、借
入
金
や
積
立

金
の
取
り
崩
し
の
削
減
に
努
め
た
こ
と

に
よ
り
、市
債
は　

億
６
２
０
０
万
円

10

（　

・
５

㌫
）、繰
入
金
は　

億
８
２
１
８

18

17

万
円（　

・
４
㌫
）減
少
。歳
入
全
体
で
は
、

41

　

億
１
４
１
５
万
円（
５
・
１
㌫
）減
少
し

25ま
し
た
。

　

一
方
、歳
出
の
中
で
最
も
多
か
っ
た
の

は
、福
祉
施
策
や
医
療
費
給
付
、生
活
保

護
な
ど
の
民
生
費
で
、前
年
度
と
比
較
す

る
と
３
億
６
９
５
４
万
円（
４
・
０
㌫
）増

���������������3

����　高齢者福祉施設の整備や保育園の運営
　　などの経費
����　市債の元利償還などの経費
����　道路整備や公園整備などの経費
����　一般事務や財産管理、積立金などの経費
����　小・中学校の整備や学校教育、社会教育
　　などの経費
����　各種予防検診やごみ処理などの経費
�������　農林水産業の振興と農道・林道整
　　備の経費
����　商工業や観光の振興などの経費

������　道路や学校など、将来に残るものに
　　対する経費
������　人件費など、必ず支払わなければな
　　らない支出。この経費の割合が増えるほど、市が
　　自由に使えるお金が少なくなります
����　職員の給料や手当などの経費
����　施設の光熱水費や各種委託料などの経費
�����　事務組合や各種公益団体に対する補
　　助金などの経費
����　一般会計から特別会計へ支出する経費
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���歳出　451億8,940万円

加
。次
い
で
公
債
費
、土
木
費
、総
務
費
、

教
育
費
と
続
い
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
歳
出
を
性
質
別
に
見
て
み
る

と
、義
務
的
経
費
が
占
め
る
割
合
が
大
き

く
、人
件
費
は
５
億
３
７
７
３
万
円（
５
・

７

㌫
）減
少
、公
債
費
は
１
５
３
３
万
円

（
０
・
２

㌫
）増
加
し
ま
し
た
。歳
出
全
体

で
は
、　

億
５
５
０
２
万
円（
６
・
５

㌫
）

31

減
少
し
ま
し
た
。　
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自主財源の柱 「市税」の内訳は？

【 市民の市税負担額 】

歳入　466億4,372万円

�����������市税や施設使用料など、
　　市が自ら徴収できる財源が「自主財源」。一方、
　　地方交付税、国庫支出金など、国や県から交付
　　される財源が「依存財源」
�������市の財政力に応じて、国から交付
　　されるお金
���　事業を行うために、市が国や金融機関か
　　ら借りるお金
�����������　事業の財源として使い
　　道が特定された、国（県）から交付されるお金

●１人当たり　 �  9万6,940円
●１世帯当たり � 28万9,452円

※
歳
入
、歳
出
と
も
、平
成　

年
度
決
算

18

　

額
と
平
成　

年
度
決
算
額
と
の
比
較

17

　

を
す
る
に
当
た
り
、平
成　

年
度
決

17

　

算
額
に
は
、「
決
算
統
計
」の
数
値
を

　

使
用
し
て
い
ま
す
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加
入
者
が
納
め
る
国
保
税
や
国
・
県
の

交
付
金
、一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
金
な
ど

を
財
源
と
し
て
、医
療
の
給
付
や
各
種
保

険
事
業
な
ど
を
実
施
し
ま
し
た
。平
成　
18

年
度
の
被
保
険
者
は
、３
万
８
２
９
７

人
。歳
出
の
大
半
を
占
め
る
保
険
給
付
費

は　

億
５
０
６
１
万
円
で
、被
保
険
者
１

61
人
当
た
り
の
給
付
額
は　

万
６
０
３
円

16

に
な
り
ま
し
た
。

�
�
�
�
�

　

国
・
県
の
負
担
金
、一
般
会
計
か
ら
の

繰
入
金
な
ど
を
財
源
と
し
て
、　

歳
以
上

75

の
高
齢
者
の
医
療
を
確
保
す
る
た
め
の

事
業
を
実
施
し
ま
し
た
。平
成　

年
度
の

18

老
人
医
療
対
象
者
は
、１
万
５
２
０
４

人
。歳
出
の
大
半
を
占
め
る
給
付
額
は　
99

億
６
１
５
１
万
円
で
、対
象
者
１
人
当
た

り
の
給
付
額
は　

万
５
１
９
０
円
に
な

65

り
ま
し
た
。
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介
護
保
険
料
や
国
・
県
・
市
の
負
担
金

な
ど
を
財
源
と
し
て
、介
護
サ
ー
ビ
ス
を

��������	
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��������	
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提
供
し
ま
し
た
。平
成　

年
度
の
要
介
護

18

等
認
定
者
数
は
５
０
０
７
人
。こ
の
う

ち
、　

・
３

㌫
に
当
た
る
４
０
１
９
人
が

80

介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
ま
し
た
。

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�

　

予
防
給
付
費
収
入
や
一
般
会
計
か
ら

の
繰
入
金
を
財
源
と
し
て
、花
巻
東
地
域

の
高
齢
者
を
対
象
に
、介
護
予
防
ケ
ア
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
な
ど
を
行
う
花
巻
東
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
を
運
営
し
ま
し
た
。

健
康
や
介
護
な
ど
の
延
べ
相
談
件
数
は

１
６
０
４
件
。要
支
援
者
や
特
定
高
齢
者

の
介
護
予
防
ケ
ア
プ
ラ
ン
作
成
者
数
は

１
５
０
人
、要
支
援
者
の
介
護
予
防
サ
ー

ビ
ス
利
用
者
数
は　

人
に
な
り
ま
し
た
。

98
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水
道
使
用
料
や
国
の
補
助
金
、一
般
会

計
か
ら
の
繰
入
金
な
ど
を
財
源
と
し
て
、

東
和
地
域
へ
の
給
水
を
行
い
ま
し
た
。平

成　

年
度
は
、東
和
第
３
地
区
の
配
水
管

18
布
設
工
事
を
実
施
し
ま
し
た
。
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水
道
使
用
料
や
基
金
か
ら
の
繰
入
金

な
ど
を
財
源
と
し
て
、石
鳥
谷
地
域
東
央

部
へ
の
給
水
を
行
い
ま
し
た
。平
成　

年
18

度
は
、八
重
畑
地
区
の
農
業
集
落
排
水
事

業
に
関
連
し
て
、水
道
管
を
移
設
し
ま
し

た
。

����
��

特別
  会計 

大
切
な
財
源

　
　
　
　

効
率
よ
く
活
用

　

新
市
の
基
礎
づ
く
り
の
年
と
な
っ
た

平
成　

年
度
は
、国
の「
三
位
一
体
改

18

革
」に
伴
う
国
庫
補
助
負
担
金
の
廃
止
・

縮
減
や
、地
方
交
付
税
の
減
額
な
ど
、引

き
続
き
厳
し
い
状
況
下
で
の
財
政
運
営

と
な
り
ま
し
た
。

　

皆
さ
ん
が
納
め
た
税
金
や
地
方
交
付

税
な
ど
の
貴
重
な
財
源
を
活
用
し
、旧

４
市
町
の
引
き
継
ぎ
事
項
や
新
市
建
設

計
画
に
基
づ
き
、道
路
の
整
備
や
少
子
・

高
齢
化
施
策
、保
健
・
福
祉
対
策
な
ど
、

市
民
生
活
に
直
結
す
る
施
策
に
重
点
を

置
き
な
が
ら
、各
種
事
業
を
展
開
し
ま

し
た
。

　

今
後
ま
す
ま
す
求
め
ら
れ
る
地
方
自

治
体
の
自
立
。市
で
は
、こ
れ
か
ら
も
行

財
政
改
革
に
積
極
的
に
取
り
組
む
と
と

も
に
、皆
さ
ん
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
た

め
、事
業
の
優
先
度
・
緊
急
度
を
考
慮
し

な
が
ら
、さ
ら
に
効
率
的
な
財
政
運
営

に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。
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診
療
収
入
や
一
般
会
計
か
ら
の
繰
入

金
な
ど
を
財
源
と
し
て
、石
鳥
谷
医
療
セ

ン
タ
ー
を
運
営
し
ま
し
た
。平
成　

年
度

18

の
診
療
状
況
は
、入
院
患
者
が
延
べ
２
６

５
６
人
、外
来
患
者
が
延
べ
１
万
２
６
４

６
人
に
な
り
ま
し
た
。
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�
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�
�
�
�
	

　

介
護
給
付
費
収
入
や
施
設
利
用
料
な

ど
を
財
源
と
し
て
、東
和
地
域
の
老
人
保

健
施
設「
華
の
苑
」を
運
営
し
ま
し
た
。平

成　

年
度
は
、病
気
の
後
遺
症
な
ど
に
よ

18
り
介
護
を
必
要
と
す
る
高
齢
者
に
、介
護

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
ま
し
た
。
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�
�
	


�

　

売
上
高
使
用
料
や
施
設
使
用
料
、一
般

会
計
か
ら
の
繰
入
金
な
ど
を
財
源
と
し

て
運
営
し
ま
し
た
。平
成　

年
度
は
、発

18

泡
ス
チ
ロ
ー
ル
の
リ
サ
イ
ク
ル
を
行
う

減
容
機
を
更
新
し
ま
し
た
。

�
�
�
�
�
�

　

下
水
道
使
用
料
や
国
の
補
助
金
、一
般

会
計
か
ら
の
繰
入
金
な
ど
を
財
源
と
し

て
、下
水
道
整
備
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

平
成　

年
度
は
、花
巻
地
域
で
は
本
館
、

18

南
城
地
区
な
ど
、大
迫
地
域
で
は
旭
町
、

鳥
長
根
地
区
な
ど
、石
鳥
谷
地
域
で
は
八

幡
、好
地
地
区
な
ど
、東
和
地
域
で
は
前

郷
、沖
地
区
な
ど
を
整
備
し
ま
し
た
。
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農
業
集
落
排
水
施
設
使
用
料
や
国
・
県

の
補
助
金
、一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
金
な

ど
を
財
源
と
し
て
、農
村
地
域
の
し
尿
や

生
活
雑
排
水
な
ど
を
浄
化
し
、農
業
生
産

性
の
向
上
や
水
辺
環
境
の
保
持
な
ど
、豊

か
な
住
環
境
を
つ
く
る
た
め
の
事
業
を

実
施
し
ま
し
た
。平
成　

年
度
は
、花
巻

18

地
域
で
は
西
南
地
区
、石
鳥
谷
地
域
で
は

八
幡
・
八
日
市
地
区
と
八
重
畑
地
区
を
整

備
し
ま
し
た
。ま
た
、家
庭
用
浄
化
槽
の

設
置
を
各
地
域
で
行
い
ま
し
た
。
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水道事業所
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水
道
使
用
料
を
主
な
財
源
と
し
て
、施
設

の
維
持
管
理
や
借
入
金
の
利
息
の
支
払
い
な

ど
に
使
わ
れ
ま
す
。
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企
業
債（
施
設
整
備
に
使
う
借
入
金
）な
ど

を
主
な
財
源
と
し
、施
設
の
整
備
や
更
新
、借

入
金
の
元
金
の
返
済
な
ど
に
使
わ
れ
ま
す
。
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企業
  会計 
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